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農
林
漁
業
体
験
民
宿
は
、
お
盆
や
お
正

月
に
親
戚
を
迎
い
入
れ
る
よ
う
に
、
観
光

客
を
宿
泊
さ
せ
る
も
の
で
特
別
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
旅
行
者
は
、
田
舎
の
飾
ら
な
い
普
段
の

生
活
を
楽
し
み
に
来
る
の
で
す
。

　
受
け
入
れ
前
に
は
、
実
際
に
先
進
地
で

宿
泊
体
験
を
し
た
り
、
研
修
会
を
開
い
た

り
、
同
じ
実
践
者
と
の
意
見
交
換
な
ど
も

行
い
ま
す
の
で
、
何
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
さ
あ
、
地
域
を
元
気
に
す
る
「
農
林
漁

業
体
験
民
宿
」
へ
の
取
り
組
み
を
、
み
ん

な
で
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
体
験
型
観
光
で
は
、
あ
る
が
ま
ま

の
地
域
の
暮
ら
し
や
、
農
林
漁
業
体

験
を
通
し
て
、「
ほ
ん
も
の
」
と
出
逢

い
、
地
域
の
人
々
と
交
流
す
る
こ
と

で
、
地
域
固
有
の
文
化
や
そ
れ
を
守

っ
て
き
た
技
、
知
恵
な
ど
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
体
験
に
よ

っ
て
新
た
な
価
値
観
が
生
ま
れ
、
今

後
生
き
て
ゆ
く
た
め
の
大
き
な
活
力

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
南
島
原
そ
の
も
の

が
体
験
の
場
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

農
林
漁
業
を
営
む
皆
さ
ん
の
生
き
様

に
触
れ
る
こ
と
で
、
旅
人
の
心
が
高

ま
り
、
感
動
を
覚
え
ま
す
。
自
然
と

人
を
中
心
に
地
域
の
資
源
を
生
か
し

た
地
域
振
興
、
そ
れ
が
体
験
型
観
光

で
す
。

①
経
済
的
効
果

・「
食
材
」「
人
材
」「
地
域
資
源
」

な
ど
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
る
こ
と

で
地
域
に
及
ぼ
す
経
済
波
及
効
果

が
大
き
い
。

・
体
験
型
観
光
は
地
域
の
新
た
な
産

業
と
な
る
。

・
体
験
や
宿
泊
を
受
け
入
れ
た
農
林

漁
家
に
は
体
験
料
が
入
る
。

②
精
神
的
効
果

・
こ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
こ
と
の
自
信

と
誇
り
を
実
感
し
、
地
域
全
体
が

元
気
に
な
る
。

・
社
会
貢
献
の
場
は
、
こ
こ
に
住
む

人
々
の
生
き
が
い
と
な
り
、
都
市

と
地
方
の
役
割
を
実
感
す
る
。

③
地
域
づ
く
り

・
体
験
型
観
光
は
観
光
振
興
と
共
に

地
域
づ
く
り
の
要
と
な
る
。

・
雇
用
の
促
進
、
人
的
交
流
の
拡
大
、

更
に
は
流
出
人
口
の
抑
制
効
果
が

期
待
で
き
る
。

・
観
光
素
材
の
発
掘
作
業
を
通
し
て
、

地
域
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
確
認
で

き
る
。

 

体
験
型
観
光
は
、
大
き
な
設
備
投

資
の
必
要
が
な
く
、
比
較
的
容
易
に

事
業
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
体
験
の
場
所
も
自
宅
や
畑
、
田
ん

ぼ
、
海
、
そ
し
て
地
域
の
自
然
で
す
。

案
内
は
、
受
け
入
れ
を
行
う
皆
さ
ん
。

「
あ
る
も
の
を
提
供
す
る
」
こ
と
が
、

体
験
型
観
光
の
利
点
な
の
で
す
。

　
次
の
よ
う
な
手
順
で
進
め
ま
す
。

①
南
島
原
ひ
ま
わ
り
観
光
協
会
へ
の

加
入

②
消
防
署
や
保
健
所
へ
の
申
請

③
関
係
機
関
に
よ
る
現
地
審
査

④
旅
館
業
（
簡
易
宿
所
）
の
認
可

⑤
安
全
衛
生
講
習
会
受
講

⑥
営
業
開
始

※

申
請
手
続
き
な
ど
の
お
手
伝
い
を
、
市

と
観
光
協
会
で
行
い
ま
す
。

※

申
請
料
は
、
観
光
協
会
が
一
部
助
成
し

ま
す
。

　子ども農山漁村交流プロジェクトと
は、小学校による「農山漁村でのふる
さと生活体験」を推進する取り組みで
す。これは、小学校５年生程度の児童
を対象に、農林漁家での体験と宿泊を
組み合わせたもので、将来を担う子ど
もたちに、体験を通して「生きる力」
を育むことを目的としています。
　南島原市は、平成22年度からこれら
の受入地域として、農林水産省から指
定を受けました。これは、安全対策も
含めた受入態勢が整っていることの証
であり、長崎県で５地域目となります。
　受け入れについては、各学校の学年
単位での受け入れを基本にしています
が、子ども会やグループでの受け入れ
も行っています。スケジュールや体験
内容の検討など、市と観光協会がお手
伝いしますので、農林漁業体験民宿を
してみませんか。

「農林漁業体験民宿」に関する
お問い合わせ

南島原市 商工観光課 観光振興班
☎０５０（３３８１）５０３２
kankou@city.minamishimabara.lg.jp

南島原ひまわり観光協会
☎０９５７（７６）１８００
kankou@himawarinet.ne.jp

特集　農林漁業体験民宿スタート 特集　農林漁業体験民宿スタート

体験型観光は、地域の皆さんが主役！

　実践者の声
・自分に体験を受け入れることができる
か不安でしたが、実際に受け入れを行
うことで自信がつきました。

・最初、農林漁業体験民宿について、否
定的な考えをもっていましたが、実際
に受け入れをしてみると、思っていた
よりすんなり受け入れることができま
した。お客さんが帰られる時には、目
頭が熱くなりました。

・先進地で宿泊体験を経験しました。こ
れだったら我が家でもできると感じま
した。

　旅行者の声（モニターツアーのアンケート結果）
・実家に帰ってきたようで、ゆっくりした時間を過ごしました。
・ご主人の人生体験も含めた話を聞くことができました。また、地域の
状況もよく理解できました。

・普段できない体験に新鮮さを感じました。
・次に来るときも、同じ家に泊まりたいと思いました。
・将来自分も南島原に住んでみようかと思いました。
・充実した時間を過ごせたので、あっという間に時間が過ぎました。

じゃがいもの収穫体験

親子によるイチゴ狩り

いい雰囲気ですね。

視察先でのそば打ち体験

さ
あ
始
め
よ
う

農
林
漁
業
体
験
民
宿

農
林
漁
業
体
験
民
宿
を

始
め
る
に
は
？

体
験
型
観
光
の

利
点
は
？

地
域
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

体
験
型
観
光
と
は
？

子ども農山漁村
交流プロジェクト


